
法務総合研究所の紹介 

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

第24回全国中学生人権作文コンテスト（作品募集） 

概要：次代を担う中学生が人権問題について作文を書くことに

よって、人権尊重の重要性、必要性についての理解を深

めるとともに、豊かな人権感覚を身につけることを目的とし

て実施します。法務局・地方法務局ごとに地方大会を実施し、

その代表作品について、中央大会を行い、表彰します。 

 

法務省ホームページが新しくなりました!!

　法務省ホームページは、平成8年10月1日に開設されました。以来7年

余り、最近では毎日1万件ほどのアクセスがあるまでになりました。この間

皆様からいろいろなご要望をいただきましたので、今回、それを参考にさ

せていただいて、トップページを全面的に改めることにしました。 

　皆様にとって使い勝手が良く見やすくなるように、デザインを一新し

明るい色使いでまとめてみました。また、分かりやすくするために、写真や

イラストも多く取り入れました。 

　この5月に成立した裁判員制度を紹介するコーナーや、法務省の動き

を写真で紹介するコーナーなども新たに設けました。 

　ぜひ、新しくなった法務省ホームページをご覧になってみてください。 

新しい法務省 
ホームページです 

http://www.moj.go.jp/法務省ホームページURL

「Ⅰ種志望者のための法務講演会」及び「女性のための業務説明会」
を開催します。 

■Ⅰ種志望者のための法務講演会 
法務行政に関する講演会などにより、法務省への理解を深めていただきます。 

開催日時：平成16年9月6日（月）10：00～17：30 

集合場所：法務省地下大会議室 

参加対象者：法務省Ⅰ種採用志望者（女性の方は、「女性のための業務説明会」も参

加可能。） 

開催内容：①法務省広報ビデオの上映　②省内見学　③法務行政に関する講演会

　④法務省若手職員との座談会 

■女性のための業務説明会 
法務省の各職場で活躍している女性職員が、職場の様子や仕事のやりがいな

どについて説明し、参加者からの疑問や質問にもお答えします。   

開催日時：平成16年9月6日（月）10：00～11：50 

集合場所：法務省地下大会議室（※Ⅰ種志望者のための法務講演会と同じ。） 

参加対象者：法務省女性Ⅰ種採用志望者（「Ⅰ種志望者のための法務講演会」

のプログラムも参加可能。）        

開催内容：法務省女性職員との座談会 

 

平成16年度入国警備官採用試験 

平成16年7月20日（火）～平成16年8月3日（火） 

平成16年9月26日（日） 
合格発表:平成16年10月13日（水） 
 

平成16年10月20日（水）  10月21日（木） 

平成16年11月11日（木） 
 
 
 

受付期間 

第1次試験 

第2次試験 

最終合格者発表 

※第1次試験は全国10試験地、第2次試験は全国9試験地で実施 
 
 

期　日 

平成16年度刑務官採用試験 

平成16年7月20日（火）～平成16年8月3日（火） 

平成16年9月19日（日） 
合格発表:平成16年10月8日（金） 
 

平成16年10月15日（金）  10月16日（土） 

平成16年11月11日（木） 
 
 
 
 
 

受付期間 

第1次試験 

第2次試験 

最終合格者発表 

期　日 

予約方法：法務省ホームページ（http: //www.moj.go.jp）に掲載している予約フォ
ームに記入の上、メール（recruit@moj.go.jp）にて予約してください。 

問い合わせ先：法務省大臣官房人事課企画第三係（03-3580-4111 内線：2147） 
※当該プログラムの詳細については、法務省ホームページ（http://www.moj.go.jp）をご覧ください。 

 

●本誌に対する御意見、御感想は……　［法務省大臣官房秘書課広報室］〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1　Tel：03-3580-4111（代）　Fax：03-3592-7393

●この印刷物は再生紙と大豆インキを利用しています。 

「
犯
罪
白
書
」
と
は
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ど
ん
な
も
の
で
す
か
？ 

 「
犯
罪
白
書
」
に
は
、 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が 

書
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

  

法
務
総
合
研
究
所
は
、 

犯
罪
白
書
を
作
る
以
外
に 

何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

「
ア
ジ
研
」っ
て
何
で
す
か
？ 

何
を
し
て
い
る 

と
こ
ろ
で
す
か
？ 

 

「
法
整
備
支
援
」っ
て 

何
で
す
か
？ 

 

「
犯
罪
白
書
」は
一
般
の
人
で
も 

購
入
で
き
ま
す
か
？ 

ま
た
、ど
こ
で
売
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

法
務
総
合
研
究
所
は 

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？ 

 

    
 
「
犯
罪
白
書
」
は
、
昭
和
35
年

の
発
刊
以
来
、
刑
事
政
策
の
基
礎
資

料
と
し
て
法
務
省
の
法
務
総
合
研
究

所
が
毎
年
作
成
・
発
行
し
て
い
る
も

の
で
す
。
 

    　
 

「
犯
罪
白
書
」
は
、
毎
年
の
犯

罪
件
数
や
検
挙
率
な
ど
の
犯
罪
動
向

等
に
つ
い
て
、
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
お

り
、
犯
罪
動
向
等
を
把
握
す
る
統
計

資
料
と
し
て
、
多
方
面
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
そ
の
時
々
の
犯
罪
情
勢
や

社
会
的
関
心
が
高
い
も
の
な
ど
の
刑

事
政
策
上
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ

る
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
特
集
と
し
て

分
析
・
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
の
特

集
テ
ー
マ
は
、
実

務
家
だ
け
で
な
く
、

大
学
の
教
授
な
ど
の

研
究
者
か
ら
も
大
い

に
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ

ば
「
犯
罪
白
書
」
の
目
玉
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

  
 
 

  　
　
「
犯
罪
白
書
」
は
一
般
の
方
で

も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

近
く
の
政
府
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
で
お

買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
 

   

 

　
　
法
務
総
合
研
究

所
は
、
法
務
省
と
同
じ

東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
一
の
一
の
一
に
在
り
、

こ
の
冊
子
の
タ
イ
ト
ル

で
あ
る
「
あ
か
れ
ん
が
」
の
建
物
の

中
に
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
「
あ
か
れ
ん
が
」
の
建
物
は
、

約
百
年
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
外

観
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

 　
 

           　
　
法
務
総
合
研
究
所
で
は
、
犯
罪

白
書
の
作
成
の
ほ
か
、
　
　
 

①
　
職
員
に
対
す
る
研
修
　
　
 

②
刑
事
政
策
に
関
す
る
総
合
的
な

　
研
究
 

③
「
ア
ジ
研
」
に
よ
る
諸
外
国
の
刑

　
事
司
法
分
野
に
対
す
る
国
際
貢
献

④
開
発
途
上
国
に
対
す
る
法
整
備

　
支
援
 

⑤
法
科
大
学
院
の
教
育
に
対
す
る
法

　
曹
と
し
て
の
実
務
に
係
る
協
力
 

な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
 

    　
　
「
ア
ジ
研
」
は
、
国
際
連
合
の

地
域
研
修
所
で
あ
る
「
国
連
ア
ジ
ア

極
東
犯
罪
防
止
研
修
所
」
の
略
称
で
、

法
務
総
合
研
究
所
の
国
際
連
合
研
修

協
力
部
が
そ
の
運
営
を
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
「
ア
ジ
研
」
は
、
外
国
の
検
察
官

や
裁
判
官
な

ど
を
日
本

に
招
い
て
、

犯
罪
の
防

止
や
犯
罪
を

犯
し
た
人
の
立

ち
直
り
方
に
つ
い
て
、
一
緒
に
勉
強

し
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
自
分
の
国

に
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
犯
罪
の

防
止
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

国
際
的
な
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

                　
　
「
法
整
備
支
援
」
と
は
、
開
発

途
上
国
の
法
律
を
作
る
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
法
律
家
を
育
成
す
る
お
手

伝
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
 

　
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
に
は
、
法
律
が

十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
法
律
が
き
ち
ん

と
し
て
い
な
い
と
、
自
分
の
利
益
を

優
先
し
よ
う
と
し
て
争
い
が
絶
え
ず
、

安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
も
、

自
分
の
国
の
法
律
を
整
備
し
よ
う
と

様
々
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
法

務
総
合
研
究
所
で
は
、
大
阪
市
に
在

る
国
際
協
力
部
に
お
い
て
、
そ
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

犯罪白書を 
   ご存じですか?
犯罪白書を 
   ご存じですか?
犯罪白書を 
   ご存じですか?
法務総合研究所を紹介します。 法務総合研究所を紹介します。 

▲「赤レンガ」棟外観 

▲「赤レンガ」棟の内部 

▲アジ研における国際会議の様子 

地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
 

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
 

  

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
毎
年
7
月
を
強
調
月

間
と
し
て
全
国
で
様
々
な
運
動
が
展

開
さ
れ
、
本
年
で
54
回
を
迎
え
ま
し
た
。
 

  　
近
年
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
「
少

年
非
行
」
。
こ
の
背
景
に
は
、
家
庭

の
絆
、
地
域
の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
や

結
び
付
き
が
弱
く
な
っ
た
と
い
う
事

情
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
少
年
非
行
を
防
ぎ
、

立
ち
直
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
重

点
を
お
い
て
活
動
を
し
ま
す
。
 

 
　
今
年
も
”社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
“は
各
地
で
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
 

　
是
非
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
 

も
っ
と
、社
会
に
 

「
目
」
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
！
 

 ”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“と
は
 

 　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
大
人
た
ち
が
時
に
は
き

び
し
く
、
時
に
は
や
さ
し
く
青
少
年

を
見
守
る
「
目
」
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

　
ま
た
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
多
く
の
人
が
も
っ
と
地
域

社
会
を
し
っ
か
り
見
つ
め
る
「
目
」

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 

国民の皆さんが刑事裁判に参加する「裁判員制度」、 
この新しい制度が5年以内に始まることになりました。 
今回は、裁判員制度の内容について紹介します。 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

■7月号目次 
［2面］入管法が変わりました。 
［3面］これまでの破産法について全面的な見直しを行った新しい 
　　　破産法が成立しました。 
［4面］犯罪白書をご存じですか? 
　　　法務総合研究所を紹介します。 

裁
判
員
制
度
と
は
 

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
 

な
ぜ
裁
判
員
制
度
を
 

導
入
す
る
の
で
す
か
 

 

裁
判
員
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
 

選
ば
れ
る
の
で
す
か
 

 

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
 

こ
と
を
す
る
の
で
す
か
 

  

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
と
、
 

忙
し
く
て
も
 

断
れ
な
い
の
で
す
か
 

裁
判
員
制
度
の
導
入
に
向
け
て
 

　
以
前
、
こ
の
「
あ
か
れ
ん
が
」

１
月
号
に
お
い
て
、政
府
が
「
裁

判
員
制
度
」
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

政
府
は
、「
裁
判
員
の
参
加
す

る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
案
」

を
国
会
に
提
出
し
、
国
会
で
の
審
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
法
案

は
５
月
２１
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
今

後
、
５
年
以
内
の
準
備
期
間
を
経
て
、

平
成
２１
年
（
西
暦
２
０
０
９
年
）
ま

で
に
は
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
裁
判
員
制
度

の
意
義
に
つ
い
て
国
民
の
皆
さ
ん
に

御
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
裁
判
員
制

度
に
つ
い
て
改
め
て
御
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

   　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
、
裁
判
員
と
し
て
、
重
大
な
刑
事

事
件
の
裁
判
に
お
い
て
、
裁
判
官
と

一
緒
に
、
有
罪
・
無
罪
や
刑
の
種
類

や
重
さ
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
裁
判
員
は
、
一
般
の
国
民
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

一
つ
の
事
件
ご
と
に
選
ば
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
制
度
の

対
象
と
な
る
事
件
は
、
殺
人
事
件
な
ど
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
重
大

事
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

   　
裁
判
員
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
国

民
の
皆
さ
ん
の
感
覚
が
裁
判
の
内
容

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解
と
支

持
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
裁
判
が
迅
速
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
裁
判

の
手
続
や
判
決
が
分
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
こ
と
も
実
現
し
ま
す
。
 

   　
裁
判
員
が
広
く
国
民
の
中
か
ら
公

平
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
員
は
、

20
歳
以
上
の
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
中
か
ら
、

裁
判
所
に
お
け
る
選
任
手
続
に
よ
り

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
手
続
に
よ

り
、
個
々
の
事
件
ご
と
に
裁
判
員
が

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

1
 
ま
ず
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の

地
域
の
地
方
裁
判
所
が
、
毎
年
、
選

挙
人
名
簿
を
基
に
し
て
、
裁
判
員
候

補
者
の
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
名

簿
に
記
載
さ
れ
た
人
に
は
、

裁
判
所
か
ら
連
絡
が
来
ま
す
。
 

2
 
裁
判
所
は
、
裁
判
員

が
参
加
す
る
裁
判
の
第
１
回
目
の
日

程
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
裁
判
の
終

了
ま
で
に
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る
期

間
な
ど
を
考
慮
し
て
、
裁
判
所
に
来

て
い
た
だ
く
裁
判
員
候
補
者
の
人
数

を
決
め
ま
す
。
 

3
　
そ
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
名

簿
の
中
か
ら
、
裁
判
所
に
来
て
い
た

だ
く
裁
判
員
候
補
者
を
く
じ
で
選
び
、

裁
判
員
の
選
任
手
続
の
日
に
呼
び
出

し
ま
す
。
裁
判
所
に
来
て
い
た
だ
く

に
当
た
り
、
裁
判
所
は
、
必
要
な
質

問
を
す
る
た
め
に
質
問
票
を
送
り
、

欠
格
事
由
や
辞
退
事
由
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人
は
裁
判
所
に
来
て
い
た

だ
く
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

4
 
裁
判
所
は
、
裁
判
員
の
選
任
手

続
に
お
い
て
、
裁
判
員
候
補
者
に
対

し
て
質
問
し
、
欠
格
事
由
や
辞
退
事

由
が
あ
る
人
や
、
検
察
官
や
被
告
人

側
か
ら
裁
判
員
に
は
選
任
し
な
い
と

い
う
不
選
任
の
請
求
が
あ
っ
た
人
に

つ
い
て
は
、
不
選
任
の
決
定
を
し
た

上
で
、
不
選
任
の
決
定
が
さ
れ
な
か

っ
た
人
か
ら
、
く
じ
な
ど
の
方
法
に

よ
り
、
裁
判
員
を
選
任
し
ま
す
。
 

    　
裁
判
員
は
、
裁
判
に
お
い
て
、
裁

判
官
と
一
緒
に
、
証
人
の
証
言
を
聞

き
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
物
や

書
類
を
調
べ
、
裁
判
官
と
共
に
評
議

し
、
裁
判
官
と
同
等
の
権
限
で
被
告

人
の
有
罪
・
無
罪
と
刑
の
内
容
に
つ

い
て
決
定
し
ま
す
。
 

　
法
律
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い

と
不
安
に
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
法
律

の
知
識
が
な
く
て
も
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
裁
判
員
の
仕
事
は
、
裁
判
官

と
一
緒
に
、
有
罪
・
無
罪
や
刑
の
種

類
や
重
さ
を
決
め
る
こ
と
で
す
が
、

そ
の
判
断
に
必
要
な
法
律
は
、
裁
判

官
が
や
さ
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
官
と
裁
判

員
と
が
十
分
に
話
し
合
い
な
が
ら
裁

判
を
行
う
の
で
、
裁
判
員
と
な
る
皆

さ
ん
が
事
前
に
専
門
的
な
知
識
を
持

っ
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
裁
判
員
制
度
に
お
い
て
は
、
裁
判

官
と
裁
判
員
が
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知
識
・
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
感
覚
が
、
裁

判
に
よ
り
反
映
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
と
な
る
皆

さ
ん
に
は
、
裁
判
官
と
と
も
に
司
法

の
仕
事
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

    　
裁
判
員
の
候
補
者
と
し
て
裁
判
所

か
ら
連
絡
を
受
け
た
人
は
、
裁
判
所

に
行
く
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
裁
判
員

に
な
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
一
定
の
理

由
が
あ
れ
ば
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
①
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、

②
重
い
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
、
裁
判

所
に
行
く
の
が
困
難
で
あ
る
方
、
③

介
護
や
養
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
同
居

の
家
族
の
介
護
又
は
養
育
を
行
う
必

要
が
あ
る
方
、
④
仕
事
上
の
重
要
な

用
事
を
自
分
で
処
理
し
な
け
れ
ば
、

仕
事
に
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
、
⑤
父
母
の
葬
式
へ
の

出
席
な
ど
社
会
生
活
上
の
重
要
な
用

事
が
あ
り
、
他
の
日
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
方
、
な
ど
に
つ
い
て
は
、

辞
退
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
、
辞
退
が
認
め
ら

れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
今
後
更
に
政

令
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
予

定
で
す
。
 

  　
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
は
、

ど
な
た
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
り
ま
す

の
で
、
裁
判
員
制
度
が
成
功
す
る
た

め
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
御
支
持
と
御
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

政
府
と
し
て
は
、
様
々
な
方
法
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
皆
さ
ん
へ
の

お
知
ら
せ
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

※法務省ホームページでも 
　紹介しています。 



入管法が変わりました 新しい破産法 

検察庁の仕事はなに？ 

検察庁って 
全国にどのくらいあるの？ 

検察庁は、法律により各裁判所に対応して置かれています。
その数は、最高検察庁が1庁、高等検察庁が8庁、地方検
察庁が50庁、区検察庁が438庁の合計497庁であり、そ

のほか、高等検察庁の支部が6庁、地方検察庁の支部が203庁あ
ります。 
 

検察の捜査と警察の捜査では 
どこが違うの？ 

？？今回の質問は？？ 

「検察庁」 
 について 

検察庁では、検察官が犯罪を捜査し、事件を起訴するか不
起訴にするかという処分を決定し、起訴した事件について
裁判に立ち会うなどの仕事をしています。 

また、検察事務官は検察官を補助する仕事などをしています。 
 

 

　法律では、①死刑又は無期の懲役・禁錮となり得る事件と②法定合議事件（必ず

3人の裁判官で裁判を行わなければならない事件）であって、故意の犯罪行為の

結果、被害者を死亡させた事件が、裁判員制度の対象事件とされています。 

　対象となる事件の具体的な罪名は、①に当たるものとして、殺人、強盗殺人・強

盗致死傷、現住建造物放火などが、また、②に当たるものとして、傷害致死、危険運

転致死などがあります。 

（注）裁判員の数は、原則として6人とされていますが、一定の場合には裁判員の数を4人とすることが
できるものとされています。また、補充裁判員の人数や、裁判員候補者として裁判所に呼ばれる人数は、
裁判に要すると見込まれる期間などを考慮して事件ごとに決められることになります。さらに、裁判員制
度の対象となる事件は、毎年変化することになります。 
　したがって、上に記載した人数は、あくまでも仮定の数字ということになります。 

裁判員制度の対象となる重大な事件とは、 
どのようなものですか。 
 

裁判員制度の対象となる事件は、 
どれくらいあるのですか。 
 

どれくらいの人が裁判所に呼ばれることになりますか。 
 

　平成14年に、全国の地方裁判所と簡易裁判所で処理された事件は、7万

5,570件ありましたが、そのうち、裁判員制度の対象となる事件は、2，818件で

した。その割合は、3.7％になります。 

 

　1件当たり6人の裁判員と3人の補充裁判員が選ばれると仮定すると、裁判員又

は補充裁判員に選ばれる人は、年間2万5,362人となります。また、裁判員候補者

として裁判所に呼ばれる人の数を、裁判員に選ばれる人数の5倍と仮定すると、裁

判所に呼ばれる人数は、1年間に12万6,810人となります（注）。 

 

裁判員制度 

こ
れ
ま
れ
ま
で
の
破
産
法
に

の
破
産
法
に
つ
い
て 

全
面
的
な
見
直
し
を
行

全
面
的
な
見
直
し
を
行
っ
た 

新
し
新
し
い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た

い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
れ
ま
で
の
破
産
法
に

の
破
産
法
に
つ
い
て 

全
面
的
な
見
直
し
を
行

全
面
的
な
見
直
し
を
行
っ
た 

新
し
新
し
い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た

い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 個
人
の
破
産
事
件
が
急
増
中 

破
産
し
た
人
の
生
活
保
障
や 

経
済
生
活
の
再
生
に
対
す
る 

配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

破
産
手
続
と
免
責
手
続
が 

一
体
化
さ
れ
ま
す
。 

 

個
人
再
生
手
続
を
利
用
で
き
る 

人
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
改
正
点 

 

こ
れ
ま
で
の
破
産
法
に
つ
い
て 

全
面
的
な
見
直
し
を
行
っ
た 

新
し
い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 

刑事事件については、まず、警
察が犯人の逮捕や取調べ、証拠の収
集などの捜査を行った後、その事件を

検察官に送致します。検察では、自らも事
件の当事者の取調べなどを行い、事件の
真相を解明し、起訴するか不起訴とする
かを決定します。そのほか、特捜部の
ように、検察庁が独自に捜査を行うこ
ともあります。 
 

　
破
産
手
続
が
よ
り
効
率
的
に
、

よ
り
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
新
し

い
破
産
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
新

破
産
法
で
は
、
多
く
の
点
に
つ
い

て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
個
人
の
破
産
に
か
か
わ

る
項
目
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。 

  

　
破
産
事
件
と
は
、
会
社
で
も
個

人
で
も
、
多
額
の
借
金
な
ど
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
に
、
そ
の
人
や
会
社
の
残
さ
れ

た
財
産
を
債
権
者
に
公
平
に
分
配

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
裁
判
所
の

手
続
で
す
。
こ
の
破
産
事
件
は
、

平
成
6
年
に
は
、
1
年
間
で
約
4

万
3
0
0
0
件
が
裁
判
所
に
申
し

立
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
10
年

に
は
そ
の
数
は
11
万
件
を
超
え
、

平
成
14
年
に
は
約
22
万
4
0
0
0
件
、

平
成
15
年
に
は
約
25
万
2
0
0
0

件
と
、
最
近
の
経
済
情
勢
を
反
映

し
て
、
そ
の
数
が
た
い
へ
ん
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
、

個
人
に
つ
い
て
申
し
立
て
ら
れ
た

破
産
事
件
が
全
体
の
約
95
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
破
産
法
は
、
こ
の
よ
う

に
急
増
し
て
い
る
個
人
の
破
産
事

件
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
様
々

な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
破
産
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と

し
て
破
産
し
た
時
に
持
っ
て
い
た

自
分
の
財
産
を
管
理
し
た
り
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
衣
服
、

寝
具
、
家
具
な
ど
の
一
定
の
財
産
は
、

破
産
し
た
人
の
手
元
に
残
り
、
破

産
し
た
人
が
自
由
に
使
っ
た
り
、

処
分
し
た
り
で
き
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
こ
の
よ
う
な
財
産
を

自
由
財
産
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
）
。

現
在
は
、
現
金
に
つ
い
て
は
、
標

準
的
な
世
帯
の
必
要
生
計
費
の
2

か
月
分
に
相
当
す
る
66
万
円
が
自

由
財
産
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新

し
い
破
産
法
で
は
、
こ
れ
を
3
か

月
分
に
引
き
上
げ
ま
す
の
で
、
金

額
と
し
て
は
99
万
円
ま
で
の
現
金

を
手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
破
産
し
た
人
の
個
別
の

事
情
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
に
よ
り

金
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
更
に
自

由
財
産
の
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

自
由
財
産
に
関
す
る
見
直
し
に
よ

っ
て
、
破
産
し
た
人
の
生
活
保
障

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
破
産
し

た
人
が
新
た
な
経
済
生
活
を
ス
タ

ー
ト
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

            

　
こ
れ
ま
で
は
、
個
人
の
破
産
に

つ
い
て
は
、
大
き
く
、
破
産
し
た

人
の
財
産
を
清
算
・
分
配
す
る
た

め
の
破
産
手
続
と
破
産
し
た
人
が

債
務
の
負
担
を
免
れ
る
た
め
の
手

続（
こ
れ
を
免
責
手
続
と
い
い
ま
す
。）

に
分
か
れ
て
お
り
、
個
人
が
破
産

し
て
債
務
の
負
担
を
免
れ
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
裁
判
所
に
対
し
て

破
産
の
申
立
て
を
行
い
、
破
産
宣

告
が
さ
れ
た
後
に
、
別
途
、
免
責

許
可
の
申
立
て
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
手
続
が

複
雑
で
分
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
破
産
法
で
は
、

こ
の
点
を
改
め
、
破
産
手
続
と
免

責
手
続
と
の
一
体
化
が
行
わ
れ
、

原
則
と
し
て
、
破
産
手
続
開
始
の

申
立
て
だ
け
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

   

　
破
産
法
に
よ
る
破
産
手
続
・
免

責
手
続
の
ほ
か
に
、
個
人
が
破
産

す
る
こ
と
な
く
経
済
生
活
の
再
生

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

民
事
再
生
法
に
よ
り
個
人
再
生
手

続
と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
負
債
額
（
抵

当
権
な
ど
の
担
保
の
付
い
て
い
な

い
負
債
の
総
額
の
意
味
で
す
。
）

が
3
0
0
0
万
円
を
超
え
る
場
合

に
は
、
個
人
再
生
手
続
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
負
債

額
が
5
0
0
0
万
円
ま
で
の
人
で
あ

れ
ば
、
個
人
再
生
手
続
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

    

新
し
い
破
産
法
で
は
、
こ
れ
ま
で

紹
介
し
た
点
以
外
に
も
、
国
民
の

生
活
に
と
っ
て
重
要
な
見
直
し
が

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
会
社
が
破
産
し
た
場

合
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
会

社
で
働
い
て
い
た
人
の
未
払
給
料

よ
り
も
税
金
や
社
会
保
険
料
の
未

納
分
の
方
が
優
先
的
に
支
払
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い

破
産
法
で
は
、
会
社
で
働
い
て
い

た
人
の
生
活
を
保
護
す
る
必
要
性

が
高
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
破
産

手
続
が
始
ま
る
前
3
か
月
間
に
生

じ
た
給
料
に
つ
い
て
は
税
金
や
社

会
保
険
料
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
最

優
先
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
建
物
な

ど
を
貸
し
て
い
た
家
主
が
破
産
し

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
賃
貸
借
契

約
が
解
除
さ
れ
、
借
主
が
立
退
き

を
求
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
借
主
の
保
護
を
図
る
た
め
、

例
え
ば
、
建
物
の
引
渡
し
を
受
け

て
い
れ
ば
、
建
物
の
賃
貸
借
契
約

は
解
除
で
き
な
い
よ
う
に
改
め
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
破
産
法
は
、

様
々
な
点
で
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

不
法
残
留
者
な
ど
の
罰
則
を
改
正 

入
国
で
き
な
い
期
間
の
見
直
し
な
ど 

 

在
留
資
格
の
取
消
し 

難
民
認
定
制
度
の
改
正 

 

精
神
障
害
者
へ
の
対
応
を
改
正 

 

 

仮
滞
在
許
可
制
度 

 

難
民
認
定
者
に
在
留
許
可
等 

 

難
民
審
査
参
与
員
制
度 

入
管
法
が

入
管
法
が 

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た 
入
管
法
が 

変
わ
り
ま
し
た 

日
本
を
訪
れ
る
外
国

訪
れ
る
外
国
の
人
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て 

定
め
定
め
て
い
る
「
出
入
国
管
理
及

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

難
民
認
定
法
」 

（
以
下
以
下
「
入
管
法

入
管
法
」
と
い
い
ま
す
。）が
改
正
さ

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、 

そ
の
内
容
内
容
を
簡
単
簡
単
に
紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

 

日
本
を
訪
れ
る
外
国
の
人
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て 

定
め
て
い
る
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」 

（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
い
ま
す
。）が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、 

そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

 
  

　
外
国
の
人
が
日
本
に
入
国
す
る
と
き
、

日
本
に
滞
在
し
て
も
よ
い
期
間
が
決

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
認
め
ら
れ
た
期

間
を
超
え
て
滞
在
し
て
い
る
人
な
ど

に
対
し
て
は
、
従
来
最
高
で
30
万
円

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

３
０
０
万
円
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
日
本
で
働
く
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
外
国
の
人
を
雇
っ
て

働
か
せ
る
な
ど
し
て
い
た
人
に
対
す

る
罰
金
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
万
円

か
ら
３
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
（
平
成
16
年
12
月
2
日
か

ら
実
施
） 

         

　 

 

　
密
入
国
し
た
り
、
認
め
ら
れ
た
期

間
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
な
い
外
国
の
人

に
は
、
日
本
か
ら
強
制
的
に
出
て
い

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
退
去

強
制
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
退
去
強

制
に
な
っ
た
人
が
再
び
入
国
し
よ
う

と
し
た
場
合
、
従
来
は
、
5
年
間
そ

れ
が
許
さ
れ
な
い
制
度
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
繰
り
返
し
退
去
強
制
を

受
け
る
な
ど
悪
質
な
人
に
つ
い
て
は
、

10
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
滞
在
期
間
が
過
ぎ
た
こ

と
に
自
分
で
気
付
い
て
役
所
に
届
け

出
た
場
合
は
別
で
す
。
つ
ま
り
、
以

前
に
退
去
強
制
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
退

去
強
制
の
処
分
を
受
け

る
こ
と
な
く
自
分
の
国

に
帰
る
こ
と
が
で
き
、

1
年
た
て
ば
再
び
入
国

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
（
平
成
16
年
12

月
2
日
か
ら
実
施
） 

                   

 

　
入
国
審
査
官
に
ウ
ソ
を
言
っ
た
り
、

偽
造
し
た
書
類
を
使
っ
て
日
本
に
来
る

人
が
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
学
校
で

勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
で
入
国
が
認
め

ら
れ
た
の
に
、
一
向
に
学
校
に
通
わ
な

い
人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
に
対
し
て
は
、
在
留

す
る
た
め
の
資
格
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
平

成
16
年
12
月
2
日
か
ら
実
施
） 

  

　
人
種
や
宗
教
、
あ
る
い
は
政
治
的

な
意
見
の
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
自

分
の
国
か
ら
迫
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
を
「
難
民
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
難
民
の
認
定
制
度
も
大
幅
に
変

わ
り
ま
し
た
。 

  

　
在
留
資
格
の
な
い
外
国
の
人
か
ら
難

民
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
難
民
認
定
手

続
の
間
は
日
本
に
仮
滞
在
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
滞
在
が
認

め
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
退
去
強
制

の
手
続
を
停
止
し
て
、
難
民
認
定
の
手

続
を
先
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

  

　
難
民
と
認
定
さ
れ
た
人
に
在
留
資

格
が
な
い
場
合
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
そ
の
人
の
在
留
を
一
律
に
認

め
る
こ
と
と
し
、
難
民
の
地
位
を
早

く
安
定
さ
せ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
在
留
資
格
の
な
い
人

に
対
し
て
難
民
の
認
定
を
し
な
い
と

き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
手
続
の
中
で
、

在
留
を
特
別
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

　
難
民
審
査
の
申
請
を
し
た
け
れ
ど

も
難
民
と
し
て
認
め
な
い
と
す
る
決

定
が
出
た
場
合
、
そ
の
申
請
を
し
た

人
は
そ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

異
議
申
立
て
を
認
め
る
か
ど
う
か
の

決
定
は
、
法
務
大
臣
が
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
難
民
と
し
て
認

め
な
い
と
い
う
決
定
を
し
た
の
も
法

務
大
臣
で
す
の
で
、
異
議
申
立
て
の

手
続
を
よ
り
公
正
・
中
立
に
す
る
た
め
、

今
回
、
民
間
の
人
の
意
見
を
聴
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
「
難

民
審
査
参
与
員
」
が
異
議
申
立
て
手

続
に
参
加
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
（
平
成
16
年

6
月
2
日
か
ら
1
年
以
内
の
日
に
お

い
て
実
施
） 

        

　
こ
れ
ま
で
、
精
神
に
障
害
の
あ
る

外
国
の
人
に
つ
い
て
は
全
員
、
日
本

に
入
国
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
そ
の

よ
う
な
障
害
の
あ
る
人
で
も
で
き
る

だ
け
日
本
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
障
害

が
大
変
重
い
の
に
付
添
い
の
人
が
い

な
い
と
い
う
場
合
は
と
も
か
く
、
そ

れ
以
外
は
す
べ
て
日
本
を
訪
問
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
16
年
8
月
2
日
か
ら
実
施
） 

 

　
以
上
の
よ
う
に
今
回
の
入
管
法
の

改
正
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
外
国

の
人
に
は
厳
し
く
す
る
一
方
で
、
そ

れ
以
外
の
人
々
に
対
し
て
は
、
で
き

る
だ
け
温
か
く
日
本
に
迎
え
、
接
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

▲不法就労外国人対策キャンペーンポスター 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

このコーナーでは、法務省の

仕事に携わる人たちを毎号一

人ずつ紹介していきます。 

今回ご紹介するのは、公安調

査官の○○さんです（30歳、

女性。名前は仕事の都合上伏

せさせていただきます。）。 

 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 

● 7

★
エ
ピ
ソ
ー
ド 

　
オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
に
対
す
る
立
入
検
査
は
、

物
な
ど
を
押
収
す
る
よ
う
な
強
制
捜
査
で
は
な
い

の
で
、
現
場
で
臨
機
応
変
に
作
業
を
進
め
、
そ
の

場
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
る

と
き
、
一
心
不
乱
に
調
査
を
し
て
い
て
、
近
く
の

人
に
荷
物
運
び
を
指
示
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

た
っ
て
そ
の
人
が
自
分
の
上
司
だ
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
内
心
、
冷
や
汗
も
の
で
し
た
。 

公
安
調
査
官 

 

◆
公
安
調
査
官
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？ 

　
公
安
調
査
庁
で
は
、
現
在
、
国
際

テ
ロ
の
情
勢
と
か
、
北
朝
鮮
問
題
、

そ
れ
に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
動
き
な
ど

に
重
点
を
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
情
報

を
収
集
し
て
分
析
し
た
り
、
様
々
な

調
査
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
調
査
な
ど
の
仕
事
を
担
当

す
る
の
が
公
安
調
査
官
で
す
。  

　
私
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
関
連
の
調

査
を
担
当
し
て
お
り
、
各
地
に
あ
る

教
団
の
施
設
に
出
向
い
て
立
入
検
査

を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。
市
町
村

な
ど
の
地
方
自
治
体
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
そ
の
検
査
結
果
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
て
、
教
団
の
施
設
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
方
々
の
不
安
解
消
に

努
め
て
い
ま
す
。 

　
公
安
調
査
官
は
、
表
舞
台
に
立
っ

て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
仕
事
は
地
味
で
す
が
、
国
民
の

皆
さ
ん
が
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
公
安
調
査
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？ 

　
元
々
、
治
安
関
係
の
仕
事
に
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
就
職
活

動
で
公
安
調
査
庁
を
訪
れ
た
際
、
「
公

安
調
査
庁
の
仕
事
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
会
い
、
必
要
な
『
情
報
』
を
取

っ
て
く
る
仕
事
だ
。
」
と
説
明
さ
れ

た
と
き
に
、
こ
れ
ま
で
の
治
安
関
係

の
役
所
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
た
強

い
魅
力
を
感
じ
た
の
が
、
直
接
の
き

っ
か
け
で
す
。 

   

◆
公
安
調
査
官
の
や
り
が
い
っ
て
何
？ 

　
調
査
を
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
調
査
官
が
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で

計
画
を
立
て
、
上
司
の
了
解
を
得
て

実
行
し
ま
す
。
調
査
は
、
相
手
が
あ

る
仕
事
で
す
か
ら
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

力
量
が
試
さ
れ
る
緊
張
感
や
、
貴
重

な
情
報
が
得
ら
れ
た
と
き
の
充
実
感
は
、

公
安
調
査
官
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

◆
国
民
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
て
か
ら
、

も
う
9
年
も
た
ち
ま
す
。
そ
の
オ
ウ

ム
真
理
教
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
と
の
戦
い

は
過
去
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
公
安
調
査
官
も
、
日
本
の

治
安
を
守
る
た
め
に
目
を
光
ら
せ
て

い
き
ま
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
治
安
に
対
し
て
関

心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

立入検査のため建物に入るときの私です。 
「顔」はごかんべんください。 


